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１． 背景 

  平成２８年１２月２１日の原子力規制委員会において、耐震Ｓクラスを有する試

験研究炉について、具体的な施設を取り上げて、火山灰対策、あるいは竜巻対策と

して、要求のレベルをどう考えるかという議論の機会を原子力規制委員会で持つべ

きとのご意見があった。 

  平成２９年６月１９日の第２０４回核燃料施設等の新規制基準適合性に係る審査

会合において、日本原子力研究開発機構（以下「原子力機構」という。）から、ＪＲ

Ｒ－３を対象として、小出力の試験研究炉に適用されているグレーデッドアプロー

チを適用したいとの提案があった。 

  平成２９年６月２８日の原子力規制委員会において、「核燃料施設等の新規制基準

適合性審査の状況について」ご説明した際に、原子力機構からの提案に関して、考

え方が適切かどうか原子力規制委員会で議論すべきとのご意見があった。 

 

２． 原子力機構の提案及び原子力規制庁の評価 

 安全上重要な施設を有しない核燃料施設等については、核燃料施設等における竜

巻・外部火災の影響による損傷の防止に関する影響評価に係る審査ガイド（平成２

８年１１月３０日 原子力規制委員会決定）（以下「核燃料施設等の竜巻・外部火災

ガイド」という。）（別添）において、原子力発電所の竜巻影響評価ガイドに規定さ

れている基準竜巻による施設の損傷を仮定し、核燃料物質又は核燃料物質によって

汚染された物が飛来物として施設外へ飛散することがないような措置（固縛等）又

は飛散する場合の適切な除染係数等を考慮して評価を行い、その影響により公衆が

被ばくする線量の評価値が５ミリシーベルトを超えないと評価する場合にあって

は、基準竜巻の設定による必要はなく、敷地及びその周辺における過去の記録を勘

案し、適切に設定された竜巻を想定して設計対象施設の構造健全性等が維持されて

安全機能が維持される方針であることを確認することとしている。 

 ＪＲＲ－３については、耐震Ｓクラスを有する施設であるが、火山及び竜巻とい

った外部事象に対して、重要度に応じた性能要求とすることについて、以下のよう

な提案がなされた。 
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①原子力機構による評価及び提案のポイント 

1) 想定するような大規模な火山影響は、発生してから施設へ影響が及ぶまでにある

程度の時間的余裕を見込めることから、予め原子炉を停止し必要な強制循環冷却

（30秒間）を終えた安定停止状態にあるため、停止機能に影響はない。また、想

定するような大規模な竜巻影響についても、気象庁の発生予報を受けて、火山影

響と同様に原子炉を停止し、安定停止状態にあるため、停止機能に影響はない。 

2) 原子炉プール及び使用済燃料プールは厚いコンクリート構造であり、火山影響や

竜巻影響により、建家が損傷し、屋根の部材が落下した場合でも、炉心や使用済

燃料の冠水維持機能に影響を及ぼすような損傷が生じることはなく、冷却機能に

影響はない。（別図参照） 

3) 閉じ込め機能への影響として、炉心燃料及び使用済燃料プールの使用済燃料につ

いて、全数が建家の損傷により機械的に破損することを想定し、公衆に対する被

ばく影響評価を行った結果、いずれも発生事故当たり５ミリシーベルトを超えな

い。 

4) 耐震Ｂ、Ｃクラスの原子炉施設と同等な規模のハザードを設定することが合理的

であると考える。 

 

②審査に当たっての考え方 

  耐震Sクラスを有する施設であっても、その施設の特徴を考慮して、火山や竜巻に

よる安全機能の喪失やその公衆への被ばく影響評価を適切に実施した上で、５ミリ

シーベルトを超えないと判断できる施設にあっては、核燃料施設等の竜巻・外部火

災ガイドの考え方を適用して、敷地及びその周辺における過去の記録を勘案し、適

切に設定された竜巻や火山事象を想定して、安全機能が維持されることを確認する

こととする。 

ＪＲＲ－３について、以下の点は確認済みであり、今後の審査において、閉じ込

め機能が喪失した場合の想定や被ばく影響評価を確認した上で、上記方針を適用す

る。 

 ・停止機能については、時間的な余裕があることから、影響が及ぶ前に原子炉を停

止し、必要な強制循環冷却ができるとしていることは妥当と考える。 

 ・冷却機能については、火山及び竜巻による影響では、冠水維持機能の損傷が起こ

ることは考えにくい。 

  

また、今後同様の提案があった場合には、上記の考え方に従って審査を行うもの

とする。  
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